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任
期
満
了
に
伴
う
来
年
３
月
の
，国
円菫
嚢
昼ま
で
半
年
を
切
っ
た
。
　
ま
だ
根
強
い
が
、「市
全
体
の
黎至
棒に
向
き
合
え
る
沐暑
（を
持
っ
た
議
員

菫
識選
で
は
自
治
会
す
援
に
よ
る
「地
域
代
表
」
が
選
ば
れ
る
傾
回
が
　
が
必
要
だ
」
と
の
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
彙露
円市
議
は
地
元

へ
の
貢
献
以
外
に
、
本
来
求
め
ら
れ
る
行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
政

策
立
案
能
力
を
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
て
い
る
の
か
。
前
回
の
改
選
か
ら

３
年
半
の
仕
事
ぶ
り
を
検
証
し
た
。
　

　

　

（政
治
部

。
池
谷
遥
子
）

静岡市議会 改選まで半年

脱「地域代表」資質向上必要

進
Jト
…c,、

ぬ
改
革

薄
れ
0
存

仕

感

市
議
会
は
２
０
０
５
年
の
政
令
市
へ
の

一後
行
後
ド
条
例
を
含
め
た
議
員
提
案
の
政

策
立
案
を
強
化
す
る
と
し
、
同
年
度
に
は

議
会
事
務
局
に

「調
査
法
型
課
」
が
設
置

さ
れ
た
。
弁
護
士
を
招

い
た
議
員
と
職
員

対
象
の
勉
強
会
も
開
き
、
政
策
立
案
に
向

・け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

■

停
滞
す
る
条
例
提
案

提
案
に
向
け
、
全
会
派

の
議
員
が
参
加

す
る
検
討
会
を
継
続
的
に
開
催
し
、
０８
年

に
市
議
会
と
し
て
初

の
議
員
発
議
に
よ
る

政
策
条
例
「め
ざ
せ
茶
ど
こ
ろ
日
本
一条

型

を
制
定
ピ
采
２
業
振
興
に
向
け
た

理

念

や
基

本

的

な

考

え
方

を

打

ち

出

し

た

。
そ
の
後
も
■
年
に
は

「
も
の
づ
く
り

産
業
振
興
条
例
」

、
１４
年
に
は

「世

界
遺

―
　
産
三
保
松
原
保
全
活
用
条
例
」
な
ど
、
１９

年
ま
で
に
計
７
件
の
議
員
提
案
条
例
を
成

立
さ
せ
た
。

任
期
別
に
見
る
と
、
０９
～
１２
年
度
に
２

件
、
１３
～
１６
年
度
に
３
件
と
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
条
例
を
制
定
し
て
き
た
が
、
１７
～
２０

年
度
は
１９
年
に
が
ん
対
策
推
進
条
例
を
制

定
し
た
の
み
。
今
期
は
１
件
も
議
案
を
提

出
し
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
・

一方
、
表
に
は
出
て
こ
な
い
も
の
の
、

議
員
が
制
定
に
一
役
買
っ
て
い
る
条
例
も

あ
る
。
直
近
で
は
葵
区
の
繁
奎
街
を
対
象

に
し
た
ｍ
一年
制
定
の
「客
引
き
行
為
等
の

禁
上
に
関
す
る
条
例
」
や
、
ご
み
屋
敷
の

解
消
に
向
け
た
２２
年
制
定
の

「不
良
な
生

活
環
境
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援
及
ひ
措

置
に
関
す
る
条
例
」
が
そ
の
例
。
い
ず
れ

も
最
大
会
派
自
民
党
市
議
団
が
地
元
住
民

ら
か
ら
要
望
を
受
け
、
独
自
に
勉
強
会
を

開
い
た
り
、
素
案
を
ま
と
め
た
り
し
て
当

局
に
制
定
を
働
き
か
け
た
。

携
わ
っ
た
議
員
の
１
人
は

「饉
貫
提
案

と
な
る
と
、
会
派
間
の
調
整
や
素
案
の
作

成
な
ど
時
間
が
か
か
る
。
形
は
違
え
ど
議

員
の
発
案
に
よ
り
実
現
し
た
条
例
も
多

い
」
と
強
調
す
る
。

■

偏
る
質
問
登
壇
回
数

市
民
の
生
活
に
関
わ
る
課
題
や
、
予
算

で
の
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
市
の
方

針
や
市
長
の
考
え
を
本
会
議
で
た
だ
す
こ

と
も
議
員
の
役
割
の

一
つ
。
前
回
の
改
選

以
降
に
あ
っ
た
市
議
会
で
の
総
括
質
問
の

登
壇
回
数
八
代
表
質
問
の
登
壇
を
含
む
）

を
見
る
と
、
定
例
会
全
１４
回
で
登
壇
し
て

い
た
の
は
第
２
会
派
創
生
静
岡
の
１
人
と

共
産
党
市
議
団
の
全
４
人
、
緑
の
党
の
１

人
だ
っ
た
。
１０
回
以
上
登
壇
し
た
の
は
創

生
静
岡
に
２
人
、
連
合
系
の
議
員
で
つ
く

る
志
政
会
に
２
人
。
１
～
９
回
が
計
３３
人

だ
っ
た
。

一
方
、
こ
の
３
年
半
で
１
度
も
登
壇
し

な
か
っ
た
蓄
員
は
最
大
会
派
白
民
党
市
議

団
に
４
人
い
た
。
　
　
　
　
・

静
岡
市
議
会
の
総
括
質
問
の
時
間
は
会

派
の
議
席
数
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
、
時
間

内
で
あ
れ
ば
人
数
や
１
人
の
質
問
時
間
に

制
限
は
な
い
。
議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、

現
在
の
配
分
時
間
は
自
民
党
一墓
耐
］が
２

６
８
分
、
創
生
静
岡
１
０
３
分
、
志
政
会

７０
分
、
公
明
党
一璽
製
パ７０
分
、
共
産
党
市

来
年
３
月
に
改
選
を
迎
え
る
静
岡
市
議
会
＝
９
月
２６
日
、
市
役
所
静
岡
庁
舎

議
団
５９
分
。
１
人
会
派
の
緑
の
党
と
街
づ

く
り
研
究
会
は
そ
れ
ぞ
れ
１５
分
と
な
っ
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
会
派
が
時
間
い
っ
ぱ

い
を
使
う
が
、
自
民
党
市
議
団
は
持
ち
時

間
を
余
ら
せ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

た
だ
、来
年
１
月
運
用
開
始
予
定
の
「災

害
時
総
合
情
報
サ
イ
ト
」
な
ど
質
問
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
議
員
の
提
案
で
動
き

出
し
た
事
業
も
あ
り
、
仕
掛
け
人
の
議
員

の
１
人
は

「質
問
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

・な
い
。
当
局
と
調
整
を
重
ね
、
施
策
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
主
張
す

る
。

一
方
で
、

「本
会
議
で
の
活
動
が
議

員
活
動
の
基
本
」
と
指
摘
す
る
議
員
も
い

る
。
１０
回
以
上
登
壇
し
た
議
員
の
１
人
は

「当
局
の
答
弁
あ
り
き
で
は
な
く
、
市
民

の
代
表
と
し
て
、
た
と
え
少
数
で
も
有
権

者
か
ら
拾
い
上
げ
た
意
見
や
要
望
を
公
の

場
で
発
信
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と

語
る
。
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投票率低下 続 く

20代以下は深刻

静岡市議選は投票率の低下が続き、

2021年 3月 の前回選は40.13%と 過去

最低を更新した。過去5回の選挙を見
ると、静清合併後初の05年の市議選
は53.35%、 09年は51.41%、 13年には

45.65%と 50%を割り、17年はさらに
41.16%に 落ち込む右肩下がりの状況
となっている。特に20代以下の低投票

率が深刻で、市選挙管理委員会は23年

度、若者の投票率アップに向けた有識

者による研究会を設置し、当事者であ
る学生も交え、若者に選挙への関心を

持ってもらうための手だてを議論じ

た。委員や学生の意見を踏まえ、市選

管は次期市議選で駿河区の大型商業施
設「マークイズ静岡」に期日前投票所
を初めて設置するとしている。

めざせ茶どころ日本一
条例   (2008年 )
ものづくり産業振興
条例   (11年 )

議会基本条例
(12年 )

世界遺産三保松原
保全活用条例 (14年 )

いのちを守る防災・

減災の推進に関する
条例    (16年 )
市民による自転車の
安全利用の確保に関
する条例  (16年 )

がん対策推進条例
(19年 )

茶業振興に向けた市、市民、茶業者らの役割を
示し、「お茶の日」を定めることなどを明記 .

市のものづくり産業の発展のための理念や、必
要な計画を策定することなどを明記

市議会に関する基本事項を定め、市民に開かれ
た議会の実現を図り、市民福祉の向上、市の発
展に寄与することを目指して制定

三保松原の保全と活用、将来への価値の継承に向
けた市、市民、来訪者らの責務や取り組みを明記

防災・減災に関する基本理念や貴務を明記し、自
助、共助、公助の観点で対策を進めることを示した

自転車の安全な利用に関し基本理念を定め、市
民や歩行者らの責務を明記

静
岡
菫
粟
〓は
来
年
３
月
に
一窪
一を
迎
え

る
。
議
会
の
改
革
に
着
目
し
て
取
材
を
続
け

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ

た
。
現
職
議
員
は
枷醤
藝
・低
下
が
続
く
現
状

に
危
機
感
を
持
ち
、
市
民
に
見
え
る
形
で
存

在
意
義
を
示
し
て
ほ
し
い
。

市
議
会
が
２
０
１
２
年
に
制
定
し
た
市
議

会
基
本
条
例
に
必
〓置
」を
“邸
”し
た
議
会
改

革
肇
進
会
議
は
、
一度
も
開
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た

同
条
例
で

政
塞
立
案
及
び
政
策
提

言
に
関
す
る
市
議
会
の
機
能
強
化
に
努
め

る
」
と
記
し
な
が
ら
、
議
員
発
議
の
条
例
は

”
年
を
最
後
に
成
立
し
て
い
な
い
。
基
本
条

例
自
体
も
社
会
膳
墨
の́
変
化
に
対
応
し
た
見

直
し
を
想
定
し
て
い
る
が
、
少
数
〈蒸
いか
ら

の
改
正
の
訴
え
は
．
「数
の
力
」
に
よ
っ
て
は

ね
返
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
含
め
て
誰
も
が

傍
聴
で
き
る
本
会
議
で
積
極
的
に
発
言
す
る

こ
と
も
、
議
員
の
重
要
な
役
割
だ
。
議
員
個

人
の
資
質
が
間
わ
れ
る
と
同
時
に
、
市
民
に

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
で
も
あ
る

は
ず
。
水
面
下
で
の
当
局
と
の
調
整
や
根
回

し
が
不
要
と
は
言
わ
な
い
が

「開
か
れ
た
議

〈
ご

を
う
た
う
か
ら
に
は
、
や
は
り
本
会
議

で
の
活
動
も
重
視
す
べ
き
だ
。

全
国
２０
市
あ
る
政
令
市
で
も
際
立
つ
人
口

減
少
や
、
膨
大
な
税
金
を
投
入
す
る
袴
ｒ数
の

大
型
ハ
ー
ド
一曇
蓬
想̈
な
ど
、
数
多
く
の
課

題
を
抱
え
る
静
岡
市
。
ど
の
議
員
が
市
や
市

民
の
た
め
に
汗
を
か
い
て
く
れ
る
の
か
、
有

権
者
で
あ
る
市
民
の
側
も
厳
し
く
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
・

危
機
感
持
ち
見
え
る
形
で
活
動
発
信
を

0回 1～4回 5～9回 10～ 13回 14回
4人 16人 3人

創生静岡 1人 4人 2人 1人
志政会 3人 2人

2人 3人
4人

緑の党 1人
衝つくり 1人

本
会
議
総
括
質
問
で
の

会
派
別
の
登
壇
数

記
者
の
目


